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それぞれの箇所について比誘電率の換算をした．換算

した比誘電率を表-3に，比誘電率の分布を図-1に示す．

換算した比誘電率は，橋梁により異なるものの，橋梁

単位でみると同様の傾向を示していた． 

3.3 多配列 GPR の計測精度 コンクリートの比誘電

率はコンクリートの配合や含水状態により変化する 1)．

そのため，地中レーダによる深さ計測では，探査位置

や探査時のコンクリートの状態によりばらつきが生じ

る．上記した換算比誘電率のバラつきも，これらが原

因であると考えられる． 

以上のことから，多配列 GPR の計測値から換算した

各橋梁の平均比誘電率を使用して，計測値の補正を行

い計測精度の検証を行った．なお，D 橋の No,3 につい

ては計測値が小さく，実測値とのわずかな差が，換算

する比誘電率に大きく影響を及ぼすため，平均比誘電

率の算定から除外している．  

補正した計測値を表-4 に示す．補正後の計測値と実

測値の差を比較すると，±3mm 程度の差であり，「非破

壊試験によるコンクリート構造物中の配筋状態及びか

ぶり測定要領」(平成 24 年 3 月 国道交通大臣官房技術

調査)中に規定されている探査装置の性能のうち，かぶ

りの計測精度(±5mm 以下)を満足するような誤差であ

った． 

また，使用した多配列 GPR で取得したデータの最小

読み値(分解能)は約 0.1ns であり，比誘電率を εｒ=8

と設定した場合，計測誤差として±5.3mm であること

から，補正した計測値は機械的な誤差の範囲内であり，

正確にボイドまでの深さを捉えていると考えられる． 

4. まとめ  

本検証では，多配列 GPR を高速走行速度で使用した

場合においても，正確にボイドまでの深さを捉えてい

ることを確認することができた．本検証で実施したよ

うに橋梁毎に比誘電率を設定することは困難ではある

ものの，多配列 GPR は，ボイド上面の抜け落ちリスク

のある箇所の抽出に，有効的な非破壊調査手法である

ことを実証することができたと考える．今後，多配列

GPR によるボイドかぶり厚調査の結果を踏まえ，ボイ

ド上面の抜け落ちリスクのある箇所については，計画

的に対策を実施していく計画である． 
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表-4 換算比誘電率 

表-2 かぶり厚計測結果 

 

表-3 換算比誘電率 

 

 
図-1 換算比誘電率 

表-4 補正計測値 

 

実測

測定値
(mm)

計測値(εr=8)

（mm）

差
(mm)

1 81 83 2
2 80 78 -2
3 90 88 -2
1 58 52 -6
2 67 62 -5
3 75 67 -8
1 94 88 -6
2 95 88 -7
3 93 88 -5
1 83 73 -10
2 77 73 -4
3 12 10 -2
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D橋
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No,橋梁名

多配列GPR

A橋

B橋

C橋

（mm） （ns)
1 83 1.563 8.37
2 78 1.465 7.54
3 88 1.660 7.66
1 52 0.977 6.38
2 62 1.172 6.88
3 67 1.270 6.45
1 88 1.660 7.02
2 88 1.660 6.87
3 88 1.660 7.17
1 73 1.367 6.10
2 73 1.367 7.09
3 10 0.195 5.96
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1 81 84 3
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2 67 69 2
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1 94 94 0
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2 77 80 3
3 12 11 -1
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